
 

 
平成 28 年度まで西牟婁振興局「医療と介護の連携推進会議」にて実施されていた退院

調整ルールの運営にかかる会議を当会で引き続き実施して２年目となりました。先日(２
月 2０日)、平成 30 年度第 2 回退院調整ルール部会が下記のとおり開催され、11 月に実施
した病院・ケアマネージャーへのアンケート調査から圏域の退院調整の状況および課題を
踏まえて、さらなるルールの定着を目指し、連携手順等を各職域(病院・事業所)にお
いて研鑽等を深めることに決定しました。また、退院調整ルールに関連する他の案
件の協議も行われました。 
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図１ 退院調整もれ率・介護
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もれ率は微減、介護対象者は改善も要支援対象者に課題 

Ｈ３０年度田辺圏域医療と介護の連携を進める会（退院調整ﾙｰﾙ部会）情報 VOL.2 

○ケアマネージャーへのアンケート調査結果か 

ら、退院調整もれ率は、微減していた【図１】。 

特に、要介護対象者のもれ率は平成 28 年度の 

調査開始以来の良好な結果であった。しかし、 

要支援対象者のもれ率は昨年度より悪化してお 

り改善を図る必要があることが判明した。 

○昨年度と比較して退院調整に関する良かった 

点を評価するコメントが多く寄せられていた。 

例えば、「入院時の主治医からの指示、薬剤師からの指示・調整、看護師・連携室からの丁寧な

説明や在宅における諸注意等の報告がしっかりしている」また、「双方から随時連絡を取り合う

ことにより急に退院が決まった時にも調整ができた」等の報告もあり、連携の拡がりや質の高ま

りについて確認した。 

○一方で、連携の課題として、病院からの連絡を家族が担当ケアマネージャーに連絡していない

ケースや転院や転棟時ケアマネージャーへの連絡もれがあるという報告も依然として見られるた

め、もれ率の低減を目指しルールの周知・啓発がさらに必要なことを確認した。ルールの周知・

啓発への取り組みとして、昨年度に引き続きルールを見える化したシート【図２】と CHECK BOX

による連携手順のチェックツール【図３】を用いて、各職域(病院・事業所)において研鑽等を深

めることに決定した。(各ツールについては、当会ホームページ掲載済) 

〇平成３０年度の介護報酬の改定の際、国から示された「入院時情報提供書及び退院・退所情報

記録書」の様式変更については、引き続き協議することとなった。 

〇救急時の患者情報シートの活用に関して、在宅の場合の取り扱いについて西牟婁振興局がケア

マネージャーを対象に実施した「高齢者の救急搬送に際しての情報提供方法のアンケート」結果

の報告が行われ、救急時の患者情報シートの必要性が認識されたものの具体的な方策等について

は引き続き協議することとなった。 

〇「田辺圏域在宅医療と介護の連携ガイドライン」の作成についても、継続協議となった。 
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各職域での研鑽を深めルールのさらなる普及を!! 
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図２：退院調整を見える化したシート 

図３：連携手順 CHECK BOX 


